
(57)【要約】
ＤＶＤディスクケース１０は、そのベース１２または蓋１４に結合されたフック４０を含
み、且つディスク２０の挿入および取り出しの間、ディスク２０の外周部２２をあらわに
するための開位置、およびディスク２０の取り出しを阻止するための閉位置を有する。フ
ック４０は、蓋１４が開いているときに開き、フック４０は、蓋１４がほぼ閉じていると
きに、ケース１０からのディスク２０の取り外しを防止することによって安全を提供すべ
く、体１４が閉じているときに、ケース１０の基台２６ハブ構造体２８上にディスク２０
を固定するために閉じる。フック４０は、ベース１２から突出することができ、蓋１４が
その閉位置に移動されるときに、ロックは、蓋１４から突出しフック４０を内方に変位さ
せる。フック４０は、蓋１４の内方に延びる蓋１４タブ４２および／またはケース１０の
背部分１６の突出リブ４６を含むこともできる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ベ ー ス 部 分 と 蓋 部 分 と を 有 す る 保 管 ケ ー ス で あ っ て 、 蓋 部 分 が 、 ベ ー ス 部 分 に 蓋 部 分 の
閉 位 置 で 係 合 し 、 ベ ー ス 部 分 の 前 方 に 突 出 す る 基 台 部 が 、 ボ タ ン 部 分 を 含 み 、 該 ボ タ ン 部
分 が 、 外 周 部 を 有 す る デ ィ ス ク の 中 央 開 口 に 取 り 外 し 可 能 に 係 合 す る た め の ハ ブ 構 造 体 を
有 し 、 蓋 部 分 が 閉 位 置 に あ る と き に 、 デ ィ ス ク が ケ ー ス 内 に 収 容 さ れ 、 蓋 部 分 が 、 少 な く
と も 開 状 態 で デ ィ ス ク に ア ク セ ス す る た め に 開 く こ と が で き 、 前 記 保 管 ケ ー ス が 、
　 （ ａ ） ベ ー ス 部 分 お よ び 蓋 部 分 の 一 方 に 結 合 さ れ た フ ッ ク 部 材 を 備 え 、 該 フ ッ ク 部 材 が
、 ハ ブ 構 造 体 か ら の デ ィ ス ク の 係 合 お よ び 取 り 外 し の 間 、 デ ィ ス ク の 外 周 部 を あ ら わ に す
る た め の 開 位 置 、 な ら び に デ ィ ス ク の 取 り 外 し を 阻 止 す る た め の 閉 位 置 を 有 し 、 前 記 保 管
ケ ー ス が さ ら に 、
　 （ ｂ ） 蓋 部 分 が 開 状 態 に あ る と き に 、 フ ッ ク 部 材 を 開 位 置 に 移 動 さ せ る た め の 手 段 と 、
　 （ ｃ ） デ ィ ス ク が ハ ブ 構 造 体 上 に あ り 且 つ 蓋 部 分 が ほ ぼ 閉 位 置 に あ る と き に 、 ケ ー ス か
ら の デ ィ ス ク の 取 り 外 し を 防 止 す る こ と に よ っ て 安 全 を 提 供 す る た め に 、 蓋 部 分 が 閉 位 置
に あ る と き に 、 閉 位 置 に フ ッ ク 部 材 を 固 定 す る た め の 手 段 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、
保 管 ケ ー ス 。
【 請 求 項 ２ 】
　 フ ッ ク 部 材 が 、 ベ ー ス 部 分 に 結 合 さ れ 、 且 つ フ ッ ク 部 材 を 固 定 す る た め の 手 段 が 、 蓋 部
分 か ら 突 出 す る ロ ッ ク 部 材 を 備 え 、 蓋 部 分 が 閉 位 置 に 移 動 さ れ る に つ れ て 、 ロ ッ ク 部 材 が
、 フ ッ ク 部 材 を 基 台 部 に 向 け て 変 位 さ せ 、 フ ッ ク 部 材 を 移 動 さ せ る た め の 手 段 が 、 ベ ー ス
部 分 に よ っ て 開 位 置 に 弾 性 的 に 支 持 さ れ る フ ッ ク 部 材 を 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 保 管 ケ
ー ス 。
【 請 求 項 ３ 】
　 フ ッ ク 部 材 が 、 蓋 部 分 に 堅 固 に 結 合 さ れ る 蓋 タ ブ 部 材 を 備 え 、 固 定 す る た め の 手 段 が 、
蓋 部 分 の 閉 位 置 に お い て デ ィ ス ク の 外 周 部 の 内 方 に 且 つ デ ィ ス ク に 近 接 し て 突 出 す る 蓋 タ
ブ 部 材 を 備 え 、 フ ッ ク 部 材 を 移 動 さ せ る た め の 手 段 が 、 蓋 部 分 が 開 状 態 に 移 動 さ れ る に つ
れ て 、 ベ ー ス 部 分 か ら 離 れ る よ う に 移 動 す る 蓋 タ ブ 部 材 を 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 保 管
ケ ー ス 。
【 請 求 項 ４ 】
　 蓋 部 分 が 、 ベ ー ス 部 分 に 蝶 番 式 に 結 合 さ れ 、 且 つ フ ッ ク 部 材 が 、 基 台 部 の 反 対 側 に 蝶 番
式 結 合 に 対 向 し て 配 置 さ れ る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 保 管 ケ ー ス 。
【 請 求 項 ５ 】
　 フ ッ ク 部 材 が 、 蝶 番 式 結 合 に 対 向 す る 基 台 部 か ら 対 角 に 変 位 さ れ た フ ッ ク 部 材 の 離 間 さ
れ た 対 の 一 方 で あ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 保 管 ケ ー ス 。
【 請 求 項 ６ 】
　 蓋 部 分 が 、 ベ ー ス 部 分 と 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 保 管 ケ ー ス 。
【 請 求 項 ７ 】
　 蓋 部 分 お よ び ベ ー ス 部 分 が 、 ケ ー ス の 両 端 に 沿 っ て か つ 蝶 番 式 結 合 に 対 向 す る 側 面 に 沿
っ て 延 び る 周 囲 壁 を 伴 っ て 形 成 さ れ 、 周 囲 壁 の 少 な く と も １ つ の 主 要 部 分 が 、 蓋 お よ び ベ
ー ス 部 分 の そ れ ぞ れ の ブ レ ー ド 部 分 を 含 み 、 該 ブ レ ー ド 部 分 が 、 蓋 お よ び ベ ー ス 部 分 を 屈
曲 に 対 し て 強 化 す る た め に 、 且 つ 容 器 か ら の デ ィ ス ク の 取 り 外 し を さ ら に 阻 止 す る た め に
、 蓋 部 分 が ほ ぼ 閉 位 置 に あ る と き に 重 な り 合 う 関 係 で 対 峙 す る よ う に 突 出 す る 、 請 求 項 ４
に 記 載 の 保 管 ケ ー ス 。
【 請 求 項 ８ 】
　 フ ッ ク 部 材 が 、 一 次 フ ッ ク 部 材 で あ り 、 ケ ー ス が 、 蓋 部 分 と ベ ー ス 部 分 と の 間 に 蝶 番 式
に 結 合 さ れ た 背 部 分 と 、 背 部 分 に 近 接 し て 配 置 さ れ た 二 次 フ ッ ク 部 材 と 、 蓋 部 分 が ほ ぼ 閉
位 置 に あ る と き に ケ ー ス か ら の デ ィ ス ク の 取 り 外 し を さ ら に 阻 止 す る た め に 、 二 次 フ ッ ク
部 材 を 閉 位 置 に お い て 固 定 す る た め の 手 段 と 、 蓋 部 分 が 開 状 態 に あ る と き に デ ィ ス ク の 外
周 部 を あ ら わ に し て 二 次 フ ッ ク 部 材 を 開 位 置 に 移 動 さ せ る た め の 手 段 と を さ ら に 備 え る 、
請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 保 管 ケ ー ス 。
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【 請 求 項 ９ 】
　 二 次 フ ッ ク 部 材 が 、 ベ ー ス 部 分 に 結 合 さ れ 、 且 つ 二 次 フ ッ ク 部 材 を 固 定 す る た め の 手 段
が 、 背 部 分 か ら 突 出 す る 背 リ ブ 部 材 を 備 え 、 背 リ ブ 部 材 が 、 蓋 部 分 が 閉 位 置 に 移 動 さ れ る
に つ れ て 二 次 フ ッ ク 部 材 を 基 台 部 に 向 か っ て 変 位 さ せ 、 二 次 フ ッ ク 部 材 を 移 動 さ せ る た め
の 手 段 が 、 ベ ー ス 部 分 に よ っ て 開 位 置 に 弾 性 的 に 支 持 さ れ る 二 次 フ ッ ク 部 材 を 備 え る 、 請
求 項 ８ に 記 載 の 保 管 ケ ー ス 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 二 次 フ ッ ク 部 材 が 、 基 台 部 か ら 対 角 に 背 部 分 結 合 部 の 近 傍 に 変 位 さ れ た 二 次 フ ッ ク 部 材
の 離 間 さ れ た 対 の 一 方 で あ る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 保 管 ケ ー ス 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 二 次 フ ッ ク 部 材 が 、 背 部 分 か ら 堅 固 に 突 出 す る 背 リ ブ 部 材 を 備 え 、 固 定 す る た め の 手 段
が 、 蓋 部 分 の 閉 位 置 に て デ ィ ス ク の 外 周 部 の 内 方 に 且 つ デ ィ ス ク に 近 接 し て 突 出 す る 背 リ
ブ 部 材 を 備 え 、 フ ッ ク 部 材 を 移 動 さ せ る た め の 手 段 が 、 蓋 部 分 が 開 状 態 へ 移 動 さ れ る に つ
れ て ベ ー ス 部 分 か ら 離 れ る 方 向 に 移 動 す る タ ブ 部 材 を 備 え る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 保 管 ケ ー
ス 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 背 リ ブ 部 材 が 、 蓋 部 分 が 閉 位 置 に 近 接 す る と き に 、 基 台 部 に 対 し て 且 つ デ ィ ス ク の 外 周
部 の 内 部 で 、 対 角 に 変 位 さ れ た 末 端 へ 延 び る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 保 管 ケ ー ス 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 蓋 部 分 が 、 ベ ー ス 部 分 お よ び 背 部 分 と 一 体 的 に 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ８ か ら １ ２ の い
ず れ か 一 項 に 記 載 の 保 管 ケ ー ス 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 中 央 開 口 お よ び 外 周 部 を 有 す る デ ィ ス ク の た め の 保 管 ケ ー ス で あ っ て 、
　 （ ａ ） デ ィ ス ク の 中 央 開 口 に 取 り 外 し 可 能 に 係 合 す る た め の ボ タ ン 部 分 ハ ブ 構 造 体 を 含
む 、 前 方 に 突 出 す る 基 台 部 を 有 す る ベ ー ス 部 分 と 、
　 （ ｂ ） 蓋 部 分 と 、
　 （ ｃ ） ベ ー ス 部 分 と 蓋 部 分 と の 間 に 蝶 番 式 に 結 合 さ れ 、 蓋 部 分 が 、 ベ ー ス 部 分 に 係 合 す
る 閉 位 置 と 開 状 態 と を 有 す る 、 背 部 分 と 、
　 （ ｄ ） 背 部 分 の 反 対 側 で 基 台 部 分 に 対 向 す る 蓋 部 分 に 結 合 さ れ た 蓋 タ ブ 部 材 で あ っ て 、
該 蓋 タ ブ 部 材 が 、 蓋 部 分 の 閉 位 置 に お い て 、 ハ ブ 構 造 体 か ら の デ ィ ス ク の 取 り 外 し を 阻 止
す る た め に 、 デ ィ ス ク の 外 周 部 の 内 方 に 向 か っ て 突 出 し 、 蓋 タ ブ 部 材 が 、 蓋 部 分 が 開 状 態
に 移 動 さ れ る に つ れ て ベ ー ス 部 分 か ら 離 れ る 方 向 に 移 動 す る 蓋 タ ブ 部 材 と 、
　 （ ｅ ） 蓋 部 分 と 背 部 分 の 一 方 に 背 部 分 に 近 接 し て 結 合 さ れ る 背 タ ブ 部 材 と を 備 え 、 該 背
タ ブ 部 材 が 、 蓋 部 分 の 閉 位 置 に お い て 、 ハ ブ 構 造 体 か ら の デ ィ ス ク の 取 り 外 し を さ ら に 阻
止 す る た め に 、 デ ィ ス ク の 外 周 部 の 内 方 へ 突 出 し 、 背 タ ブ 部 材 が 、 蓋 部 分 が 開 状 態 に 移 動
さ れ る に つ れ て ベ ー ス 部 分 か ら 離 れ る 方 向 に 移 動 す る 、 保 管 ケ ー ス 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 背 タ ブ 部 材 が 、 背 部 分 に 堅 固 に 結 合 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 保 管 ケ ー ス 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 中 央 開 口 お よ び 外 周 部 を 有 す る デ ィ ス ク の た め の 保 管 ケ ー ス で あ っ て 、
　 （ ａ ） デ ィ ス ク の 中 央 開 口 に 取 り 外 し 可 能 に 係 合 す る た め の ボ タ ン 部 分 ハ ブ 構 造 体 を 含
む 、 前 方 に 突 出 す る 基 台 部 を 有 す る ベ ー ス 部 分 と 、
　 （ ｂ ） 蓋 部 分 と 、
　 （ ｃ ） ベ ー ス 部 分 と 蓋 部 分 と の 間 に 蝶 番 式 に 結 合 さ れ る 背 部 分 と を 備 え 、 蓋 部 分 が 、 ベ
ー ス 部 分 に 係 合 す る 閉 位 置 と 開 状 態 と を 有 し 、 前 記 保 管 ケ ー ス が さ ら に 、
　 （ ｄ ） 背 部 分 の 反 対 側 で 基 台 部 に 概 し て 対 向 す る ベ ー ス 部 分 に 移 動 可 能 に 結 合 さ れ た 一
次 フ ッ ク 部 材 で あ っ て 、 該 一 次 フ ッ ク 部 材 が 、 デ ィ ス ク の 外 周 部 の 内 方 に 突 出 す る 閉 位 置
を 有 し 、 一 次 フ ッ ク 部 材 が 、 ハ ブ 構 造 体 か ら の デ ィ ス ク の 係 合 お よ び 取 り 外 し の 間 、 デ ィ
ス ク の 外 周 を あ ら わ に す る た め の 開 位 置 に 付 勢 さ れ る 、 一 次 フ ッ ク 部 材 と 、
　 （ ｅ ） 蓋 部 分 に 結 合 さ れ た 蓋 ロ ッ ク 部 材 で あ っ て 、 該 蓋 ロ ッ ク 部 材 が 、 蓋 部 分 の 閉 位 置
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に て 、 ハ ブ 構 造 体 か ら の デ ィ ス ク の 取 り 外 し を 阻 止 す る た め に 、 閉 位 置 へ 一 次 ロ ッ ク 部 材
を 移 動 さ せ 、 蓋 ロ ッ ク 部 材 が 、 蓋 部 分 が 開 状 態 へ 移 動 さ れ る に つ れ て 、 離 れ る 方 向 へ 移 動
し 且 つ 一 次 フ ッ ク 部 材 が 開 位 置 に 戻 る こ と を 可 能 に す る 、 蓋 ロ ッ ク 部 材 と 、
　 （ ｆ ） 背 部 分 に 概 し て 近 接 し て ベ ー ス 部 分 に 移 動 可 能 に 結 合 さ れ た 二 次 フ ッ ク 部 材 で あ
っ て 、 該 二 次 フ ッ ク 部 材 が 、 デ ィ ス ク の 外 周 部 の 内 方 に 突 出 す る 閉 位 置 を 有 し 、 二 次 フ ッ
ク 部 材 が 、 ハ ブ 構 造 体 か ら の デ ィ ス ク の 係 合 お よ び 取 り 外 し の 間 、 デ ィ ス ク の 外 周 を あ ら
わ に す る た め の 開 位 置 に 付 勢 さ れ る 二 次 フ ッ ク 部 材 と 、
　 （ ｇ ） 蓋 部 分 と 背 部 分 の 一 方 に 結 合 さ れ た 背 ロ ッ ク 部 材 で あ っ て 、 該 背 ロ ッ ク 部 材 が 、
蓋 部 分 の 閉 位 置 に て 、 ハ ブ 構 造 体 か ら の デ ィ ス ク の 取 り 外 し を さ ら に 阻 止 す る た め に 、 二
次 フ ッ ク 部 材 を 閉 位 置 に 移 動 さ せ 、 背 ロ ッ ク 部 材 が 、 蓋 部 分 が 開 状 態 へ 移 動 さ れ る に つ れ
て 、 離 れ る 方 向 へ 移 動 し 且 つ 二 次 フ ッ ク 部 材 が 開 位 置 に 戻 る こ と を 可 能 に す る 背 ロ ッ ク 部
材 と を 備 え る 、 保 管 ケ ー ス 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 背 ロ ッ ク 部 材 が 、 背 部 分 に 堅 固 に 結 合 さ れ て い る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 保 管 ケ ー ス 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 一 次 フ ッ ク 部 材 が 、 一 次 フ ッ ク 部 材 の 離 間 さ れ た 対 の 一 方 で あ る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の
保 管 ケ ー ス 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 二 次 フ ッ ク 部 材 が 、 二 次 フ ッ ク 部 材 の 離 間 さ れ た 対 の 一 方 で あ る 、 請 求 項 １ ６ か ら １ ８
の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 保 管 ケ ー ス 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 中 央 円 形 位 置 決 め 開 口 を 有 す る コ ン パ ク ト デ ィ ス ク （ Ｃ Ｄ ） お よ び ビ デ オ デ
ィ ス ク （ Ｄ Ｖ Ｄ ） の よ う な 光 学 デ ー タ デ ィ ス ク の 梱 包 に 関 し 、 よ り 詳 細 に は 、 保 管 の た め
に そ の よ う な デ ィ ス ク を 保 護 し て 収 容 す る た め の ケ ー ス に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 使 用 さ れ て い る Ｃ Ｄ お よ び Ｄ Ｖ Ｄ の た め の 保 護 用 容 器 は 、 そ の デ ー タ 収 容 領 域 内
の デ ィ ス ク の 両 側 を 接 触 さ せ る こ と な く 中 央 開 口 に 係 合 す る こ と に よ っ て 、 デ ィ ス ク を 支
持 し て 把 持 す る た め の 中 央 基 台 部 を 有 し て い る 。 そ の よ う な 容 器 は 、 典 型 的 に は 、 基 台 部
で の 傾 斜 に 対 し て デ ィ ス ク を 安 定 化 さ せ る た め に 、 デ ィ ス ク の 外 周 の 部 分 に 接 触 す る た め
の 棚 部 を 有 し て い る 。 デ ィ ス ク は 、 反 対 側 の 周 囲 部 分 を 把 持 し て い る 間 に 、 デ ィ ス ク を 基
台 部 上 に 下 げ る こ と に よ っ て 容 器 内 に 装 填 さ れ 、 基 台 部 と の 係 合 は 、 典 型 的 に は 、 中 央 開
口 に 近 接 し て デ ィ ス ク に 対 す る 同 時 的 な 指 の 圧 力 に よ っ て も た ら さ れ る 。 デ ィ ス ク の 取 り
外 し は 、 基 台 部 に 対 す る 指 の 圧 力 お よ び 同 時 に 周 囲 部 分 を 持 ち 上 げ る こ と に よ っ て 同 様 に
も た ら さ れ る 。 例 え ば 、 参 照 に よ り 本 明 細 書 に 組 み 込 ま れ る 、 本 発 明 者 の 米 国 特 許 第 ６ ，
２ ３ ７ ， ７ ６ ３ 号 を 参 照 さ れ た い 。 記 載 さ れ た よ う な ケ ー ス は 、 典 型 的 に は 、 通 常 は （ 購
入 取 引 が 完 了 さ れ る ま で 生 じ る と は 想 定 さ れ て い な い ） 上 包 み （ ｗ ｒ ａ ｐ ｐ ｅ ｒ ） の 取 り
外 し な し に 、 開 く こ と を 防 止 す る 上 包 み を 施 し て 市 販 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 万 引 き 犯 が 、 上 包 み の 側 方 に 沿 っ て ス リ ッ ト を 作 り 、 そ れ か ら 基 台 部 か ら デ ィ ス ク の 解
放 を 生 じ さ せ る よ う な 方 法 で ケ ー ス を 変 形 さ せ て 、 そ の 後 に ケ ー ス を 若 干 こ じ 開 け る こ と
に よ っ て 、 デ ィ ス ク を ケ ー ス の 外 部 に 滑 り 出 さ せ る こ と が 可 能 で あ る こ と が 、 最 近 に な っ
て 見 出 さ れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し た が っ て 、 上 述 さ れ た 方 法 で の そ の よ う な 容 器 か ら の デ ィ ス ク の 窃 盗 を 防 止 し 、 し か
も 使 い 易 く 且 つ 提 供 が 安 価 な 方 法 が 必 要 で あ る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 ケ ー ス が 実 質 的 に 開 か れ る ま で 、 Ｃ Ｄ お よ び Ｄ Ｖ Ｄ を 内 部 で 効 果 的 に ロ ッ ク
す る 安 全 性 の 特 徴 を 有 す る 保 管 ケ ー ス を 提 供 す る こ と に よ っ て 、 こ の 必 要 を 満 た す 。 こ れ
ら の ケ ー ス は 、 ベ ー ス 部 分 と 開 放 可 能 な 蓋 部 分 と を 有 し 、 ベ ー ス か ら 前 方 に 突 出 す る 基 台
部 が 、 ケ ー ス に よ っ て 収 容 さ れ る デ ィ ス ク の 中 央 開 口 に 取 り 外 し 可 能 に 係 合 す る た め の ハ
ブ 構 造 体 を 有 す る ボ タ ン 部 分 を 含 む 。 本 発 明 の １ つ の 態 様 に お い て 、 保 管 ケ ー ス は 、 ベ ー
ス 部 分 お よ び 蓋 部 分 の 一 方 に 結 合 さ れ た フ ッ ク 部 材 を 含 み 、 フ ッ ク 部 材 は 、 ハ ブ 構 造 体 か
ら の デ ィ ス ク の 係 合 お よ び 取 り 外 し の 間 、 デ ィ ス ク の 外 周 部 を あ ら わ に す る た め の 開 位 置
、 な ら び に デ ィ ス ク の 取 り 外 し を 阻 止 す る た め の 閉 位 置 を 有 し 、 保 管 ケ ー ス は さ ら に 、 蓋
部 分 が 開 状 態 に あ る と き に 、 フ ッ ク 部 材 を 開 位 置 に 移 動 さ せ る た め の 手 段 と 、 デ ィ ス ク が
ハ ブ 構 造 体 に あ り 且 つ 蓋 部 分 が ほ ぼ 閉 位 置 に あ る と き に 、 ケ ー ス か ら の デ ィ ス ク の 取 り 外
し を 防 止 す る こ と に よ っ て 安 全 を 提 供 す る た め に 、 蓋 部 分 が 閉 位 置 に あ る と き に 、 閉 位 置
に フ ッ ク 部 材 を 固 定 す る た め の 手 段 と を 含 む こ と に よ っ て 特 徴 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 フ ッ ク 部 材 は 、 ベ ー ス 部 分 に 結 合 さ れ 、 フ ッ ク 部 材 を 固 定 す る た め の 手 段 が 、 蓋 部 分 か
ら 突 出 す る ロ ッ ク 部 材 を 含 み 、 蓋 部 分 が 閉 位 置 に 移 動 さ れ る に つ れ て 、 フ ッ ク 部 材 を 基 台
部 に 向 け て 変 位 さ せ 、 フ ッ ク 部 材 を 移 動 さ せ る た め の 手 段 は 、 ベ ー ス 部 分 に よ っ て 開 位 置
に 弾 性 的 に 支 持 さ れ る フ ッ ク 部 材 を 含 ん で い て も 良 い 。 ま た 、 あ る い は そ の 代 わ り に 、 フ
ッ ク 部 材 は 、 蓋 部 分 に 堅 固 に 結 合 さ れ る 蓋 タ ブ 部 材 を 含 む こ と が で き 、 固 定 す る た め の 手
段 は 、 蓋 部 分 の 閉 位 置 に お い て デ ィ ス ク の 外 周 部 の 内 方 に 且 つ デ ィ ス ク に 近 接 し て 突 出 す
る 蓋 タ ブ 部 材 を 含 み 、 フ ッ ク 部 材 を 移 動 さ せ る た め の 手 段 は 、 蓋 部 分 が 開 状 態 に 移 動 さ れ
る に つ れ て 、 ベ ー ス 部 分 か ら 離 れ る よ う に 移 動 す る 蓋 タ ブ 部 材 を 含 ん で い て も 良 い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 蓋 部 分 は 、 ベ ー ス 部 分 に 蝶 番 式 に 結 合 さ れ 、 且 つ フ ッ ク 部 材 は 、 基 台 部 の 反 対 側 に 蝶 番
式 結 合 に 対 向 し て 配 置 さ れ て も 良 い 。 フ ッ ク 部 材 は 、 蝶 番 式 結 合 に 対 向 す る 基 台 部 か ら 対
角 に 変 位 さ れ た フ ッ ク 部 材 の 離 間 さ れ た 対 の 一 方 で あ っ て も 良 い 。 蓋 部 分 は 、 ベ ー ス 部 分
と 一 体 的 に 形 成 さ れ て い て も よ い 。 蓋 部 分 お よ び ベ ー ス 部 分 は 、 ケ ー ス の 両 端 に 沿 っ て か
つ 蝶 番 式 結 合 に 対 向 す る そ の 側 面 に 沿 っ て 延 び る 周 囲 壁 を 伴 っ て 形 成 さ れ て い て も 良 く 、
周 囲 壁 の 少 な く と も １ つ の 主 要 部 分 は 、 蓋 お よ び ベ ー ス 部 分 の そ れ ぞ れ の ブ レ ー ド 部 分 を
含 み 、 ブ レ ー ド 部 分 は 、 好 ま し く は 、 蓋 お よ び ベ ー ス 部 分 を 屈 曲 に 対 し て 強 化 す る た め に
、 且 つ 容 器 か ら の デ ィ ス ク の 取 り 外 し を さ ら に 阻 止 す る た め に 、 蓋 部 分 が ほ ぼ 閉 位 置 に あ
る と き に 重 な り 合 う 関 係 で 対 峙 す る よ う に 突 出 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 フ ッ ク 部 材 は 、 一 次 フ ッ ク 部 材 で あ っ て も 良 く 、 ケ ー ス は 、 蓋 部 分 と ベ ー ス 部 分 と の 間
に 蝶 番 式 で 結 合 さ れ た 背 （ ｓ ｐ ｉ ｎ ｅ ） 部 分 を さ ら に 含 み 、 ケ ー ス は 、 好 ま し く は 、 ま た
、 背 部 分 に 近 接 し て 配 置 さ れ た 二 次 フ ッ ク 部 材 と 、 蓋 部 分 が ほ ぼ 閉 位 置 に あ る と き に ケ ー
ス か ら の デ ィ ス ク の 取 り 外 し を さ ら に 阻 止 す る た め に 、 二 次 フ ッ ク 部 材 を 閉 位 置 に お い て
固 定 す る た め の 手 段 と 、 蓋 部 分 が 開 状 態 に あ る と き に デ ィ ス ク の 外 周 部 を あ ら わ に し て 二
次 フ ッ ク 部 材 を 開 位 置 に 移 動 さ せ る た め の 手 段 と を 含 み 、 二 次 フ ッ ク 部 材 を 開 位 置 に 移 動
さ せ る こ と に よ っ て 、 デ ィ ス ク を 基 台 部 の 両 側 で 固 定 す る 。 二 次 フ ッ ク 部 材 は 、 ベ ー ス 部
分 に 結 合 さ れ て い て も 良 く 、 二 次 フ ッ ク 部 材 を 固 定 す る た め の 手 段 は 、 背 部 分 か ら 突 出 す
る 背 リ ブ 部 材 を 含 み 、 背 リ ブ 部 材 は 、 蓋 部 分 が 閉 位 置 に 移 動 さ れ る に つ れ て 二 次 フ ッ ク 部
材 を 基 台 部 に 向 か っ て 変 位 さ せ 、 二 次 フ ッ ク 部 材 を 移 動 さ せ る た め の 手 段 は 、 ベ ー ス 部 分
に よ っ て 開 位 置 に 弾 性 的 に 支 持 さ れ る 二 次 フ ッ ク 部 材 を 備 え て い る 。 二 次 フ ッ ク 部 材 は 、
基 台 部 か ら 対 角 に 背 部 分 結 合 の 近 傍 に 変 位 さ れ た 二 次 フ ッ ク 部 材 の 離 間 さ れ た 対 の 一 方 で
あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 二 次 フ ッ ク 部 材 は 、 背 部 分 か ら 堅 固 に 突 出 す る 背 リ ブ 部 材 を 含 ん で い て も 良 く 、 固 定 す
る た め の 手 段 は 、 蓋 部 分 の 閉 位 置 に て デ ィ ス ク の 外 周 部 の 内 方 に 且 つ デ ィ ス ク に 近 接 し て
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突 出 す る 背 リ ブ 部 材 を 含 み 、 フ ッ ク 部 材 を 移 動 さ せ る た め の 手 段 は 、 蓋 部 分 が 開 状 態 へ 移
動 さ れ る に つ れ て ベ ー ス 部 分 か ら 離 れ る 方 向 に 移 動 す る リ ブ 部 材 を 含 む 。 背 リ ブ 部 材 は 、
蓋 部 分 が 閉 位 置 に 近 接 す る と き に 、 基 台 部 に 対 し て 且 つ デ ィ ス ク の 外 周 部 の 内 部 で 、 対 角
に 変 位 さ れ た 末 端 へ 延 び る よ う に し て も 良 い 。 ま た 、 蓋 部 分 は 、 ベ ー ス 部 分 お よ び 背 部 分
と 一 体 的 に 形 成 さ れ て い て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 他 の 態 様 に お い て は 、 保 管 ケ ー ス は 、 ボ タ ン 部 分 ハ ブ 構 造 体 を 伴 っ て 前 方 に 突
出 す る 基 台 部 を 有 す る ベ ー ス 部 分 と 、 蓋 部 分 と 、 蝶 番 式 に 結 合 さ れ た 背 部 分 と 、 背 部 分 の
反 対 側 で 基 台 部 分 に 対 向 す る 蓋 部 分 に 結 合 さ れ 、 蓋 部 分 の 閉 位 置 に お い て 、 ハ ブ 構 造 体 か
ら の デ ィ ス ク の 取 り 外 し を 阻 止 す る た め に 、 デ ィ ス ク の 外 周 部 の 内 方 に 向 か っ て 突 出 す る
蓋 タ ブ 部 材 で あ っ て 、 該 蓋 タ ブ 部 材 は 、 蓋 部 分 が 開 状 態 に 移 動 さ れ る に つ れ て ベ ー ス 部 分
か ら 離 れ る 方 向 に 移 動 す る 蓋 タ ブ 部 材 と 、 蓋 部 分 と 背 部 分 の 一 方 に 背 部 分 に 近 接 し て 結 合
さ れ 、 蓋 部 分 の 閉 位 置 に お い て 、 ハ ブ 構 造 体 か ら の デ ィ ス ク の 取 り 外 し を さ ら に 阻 止 す る
た め に 、 デ ィ ス ク の 外 周 部 の 内 方 へ 突 出 す る 背 タ ブ 部 材 で あ っ て 、 該 背 タ ブ 部 材 は 、 蓋 部
分 が 開 状 態 に 移 動 さ れ る に つ れ て ベ ー ス 部 分 か ら 離 れ る 方 向 に 移 動 す る 背 タ ブ 部 材 と を 含
ん で い る 。 背 タ ブ 部 材 は 、 背 部 分 に 堅 固 に 結 合 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た さ ら な る 態 様 に お い て は 、 保 管 ケ ー ス は 、 ベ ー ス 部 分 と 、 蓋 部 分 と 、 蝶 番 式 に 結 合
さ た 背 部 分 と 、 背 部 分 の 反 対 側 で 基 台 部 に 概 し て 対 向 す る ベ ー ス 部 分 に 移 動 可 能 に 結 合 さ
れ て 、 デ ィ ス ク の 外 周 部 の 内 方 に 突 出 す る 閉 位 置 を 有 し 、 ハ ブ 構 造 体 か ら の デ ィ ス ク の 係
合 お よ び 取 り 外 し の 間 、 デ ィ ス ク の 外 周 を あ ら わ に す る た め の 開 位 置 に 付 勢 さ れ る 一 次 フ
ッ ク 部 材 と 、 蓋 部 分 に 結 合 さ れ た 蓋 ロ ッ ク 部 材 で あ っ て 、 該 蓋 ロ ッ ク 部 材 は 、 蓋 部 分 の 閉
位 置 に て 、 ハ ブ 構 造 体 か ら の デ ィ ス ク の 取 り 外 し を 阻 止 す る た め に 、 閉 位 置 へ 一 次 ロ ッ ク
部 材 を 移 動 さ せ 、 蓋 部 分 が 開 状 態 へ 移 動 さ れ る に つ れ て 、 蓋 ロ ッ ク 部 材 が 離 れ る 方 向 へ 移
動 し 、 且 つ 一 次 フ ッ ク 部 材 が 開 位 置 に 戻 る こ と を 可 能 に す る 蓋 ロ ッ ク 部 材 と 、 背 部 分 に 概
し て 近 接 し て ベ ー ス 部 分 に 移 動 可 能 に 結 合 さ れ て 、 デ ィ ス ク の 外 周 部 の 内 方 に 突 出 す る 閉
位 置 を 有 す る 二 次 フ ッ ク 部 材 で あ っ て 、 該 二 次 フ ッ ク 部 材 は 、 ハ ブ 構 造 体 か ら の デ ィ ス ク
の 係 合 お よ び 取 り 外 し の 間 、 デ ィ ス ク の 外 周 を あ ら わ に す る た め の 開 位 置 に 付 勢 さ れ る 二
次 フ ッ ク 部 材 と 、 蓋 部 分 と 背 部 分 の 一 方 に 結 合 さ れ て 、 蓋 部 分 の 閉 位 置 に て ハ ブ 構 造 体 か
ら の デ ィ ス ク の 取 り 外 し を さ ら に 阻 止 す る た め に 、 二 次 フ ッ ク 部 材 を 閉 位 置 に 移 動 さ せ 、
蓋 部 分 が 開 状 態 へ 移 動 さ れ る に つ れ て 、 離 れ る 方 向 へ 移 動 し 、 且 つ 二 次 フ ッ ク 部 材 が 開 位
置 に 戻 る こ と を 可 能 に す る 背 ロ ッ ク 部 材 と を 含 む 。 背 ロ ッ ク 部 材 は 、 背 部 分 に 堅 固 に 結 合
さ れ て い て も 良 い 。 一 次 フ ッ ク 部 材 は 、 一 次 フ ッ ク 部 材 の 離 間 さ れ た 対 の 一 方 で あ っ て も
良 い 。 二 次 フ ッ ク 部 材 は 、 二 次 フ ッ ク 部 材 の 離 間 さ れ た 対 の 一 方 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の こ れ ら の そ し て 他 の 特 徴 、 態 様 、 お よ び 利 点 は 、 以 下 の 説 明 、 添 付 さ れ た 特 許
請 求 の 範 囲 、 お よ び 添 付 さ れ た 図 面 を 参 照 し て 、 よ り 良 く 理 解 さ れ る で あ ろ う 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 、 Ｃ Ｄ お よ び Ｄ Ｖ Ｄ な ど の デ ィ ス ク の 保 管 お よ び 売 買 の 間 に 、 デ ィ ス ク 保 管 ケ
ー ス か ら Ｃ Ｄ お よ び Ｄ Ｖ Ｄ の よ う な デ ィ ス ク の 窃 盗 を 防 止 す る た め に 特 に 効 果 的 な 、 安 全
デ ィ ス ク 保 管 ケ ー ス を 目 的 と し て い る 。 上 述 に お い て 指 摘 さ れ た 通 り 、 万 引 き 犯 は 、 デ ィ
ス ク ケ ー ス 上 包 み の 側 面 部 分 に ス リ ッ ト を 作 り 、 続 い て 、 ケ ー ス の 保 持 基 台 部 か ら デ ィ ス
ク を 離 脱 さ せ る よ う な 方 法 で ケ ー ス を 変 形 し 、 そ れ か ら ケ ー ス を ス リ ッ ト の 部 分 で 若 干 こ
じ 開 け る こ と に よ っ て 、 実 質 的 に 閉 じ て い る 間 に 、 デ ィ ス ク を ケ ー ス か ら 引 き 抜 い て し ま
う こ と が 知 ら れ て い る 。 図 面 の 図 １ か ら 図 ５ を 参 照 す る と 、 本 発 明 に 従 っ た 安 全 保 管 ケ ー
ス １ ０ は 、 ベ ー ス 部 分 １ ２ と 、 蓋 部 分 １ ４ と 、 ベ ー ス 部 分 １ ２ と 蓋 部 分 １ ４ と の 間 に 蝶 番
式 で 結 合 さ れ る 背 部 分 １ ６ と を 含 ん で い る 。 蓋 部 分 １ ４ は 、 図 １ お よ び 図 ４ に 示 さ れ る よ
う に 、 ベ ー ス 部 分 を 取 り 外 し 可 能 に 係 合 す る 閉 位 置 を 有 し て お り 、 図 ４ に 示 さ れ る よ う に
開 位 置 に 開 放 可 能 で あ る 。 上 包 み １ ８ は 、 普 通 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 デ ィ ス ク の 保 管
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お よ び 売 買 の 間 に デ ィ ス ク ２ ０ が そ の 中 に 収 納 さ れ て 、 閉 位 置 に て 蓋 部 分 １ ４ を 固 定 す る
た め に 使 用 さ れ 、 そ の 後 、 ジ ャ ケ ッ ト は 、 典 型 的 に は 取 り 外 さ れ 且 つ 破 棄 さ れ 、 そ れ か ら
ケ ー ス は 自 由 自 在 に 開 く こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 典 型 的 に は 、 保 管 ケ ー ス １ ０ は 、 直 径 １ ２ ０ ｍ ｍ の 外 周 部 ２ ２ 、 １ ５ ｍ ｍ の 内 径 を 有 す
る 中 央 開 口 ２ ４ 、 お よ び １ ． ２ ｍ ｍ か ら １ ． ３ ｍ ｍ の 厚 み を 有 す る 従 来 の デ ィ ス ク 用 に 構
成 さ れ て い る 。 保 管 ケ ー ス は 、 ま た 、 ベ ー ス 部 分 １ ２ の 背 後 パ ネ ル ２ ７ か ら 前 方 に 突 出 す
る 基 台 部 ２ ６ も 含 ん で お り 、 基 台 部 は 、 中 央 開 口 ２ ４ に て デ ィ ス ク ２ ０ を 支 持 し て 係 合 す
る た め に 基 台 軸 ２ ９ 上 に ハ ブ 構 造 体 ２ ８ を 有 し て い る 。 典 型 的 に は 、 ま た 、 デ ィ ス ク の 外
周 部 ２ ２ は 、 ベ ー ス 部 分 １ ２ の 前 方 に 突 出 す る エ ッ ジ 支 持 部 分 ３ ０ に よ っ て 、 支 持 さ れ お
よ び ／ ま た は 安 定 化 さ れ て い る 。 デ ィ ス ク ２ ０ の 取 り 外 し は 、 典 型 的 に 、 蓋 部 分 １ ４ が 図
４ に 示 さ れ る よ う に 開 位 置 に お い て 開 状 態 に あ り 、 ま た は 外 周 部 ２ ２ お よ び ハ ブ 構 造 体 ２
８ へ の 手 動 ア ク セ ス を 提 供 す る 部 分 的 な 開 位 置 を 超 え て 開 状 態 に あ る と き に 、 デ ィ ス ク の
外 周 部 ２ ２ お よ び ／ ま た は ケ ー ス の ハ ブ 構 造 体 ２ ８ を 手 動 で ア ク セ ス す る こ と に よ っ て な
し 遂 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 基 台 部 ２ ６ の ハ ブ 構 造 体 ２ ８ は 、 種 々 に 構 成 さ れ 得 る が 、 そ の 例 示 的 形 態 は 、 デ ィ ス ク
２ ０ の 中 央 開 口 ２ ４ に 係 合 す る 複 数 の 内 方 に 向 け て 片 持 ち に さ れ た ボ タ ン セ グ メ ン ト ３ ２
を 含 み 、 ボ タ ン セ グ メ ン ト は 、 基 台 部 ２ ６ の 外 側 部 分 を 形 成 す る リ ン グ 構 造 体 ３ ６ に 近 接
し て デ ィ ス ク を 取 り 外 し 可 能 に 保 持 す る た め の 外 方 に 突 出 す る 保 持 部 分 ３ ４ を 有 し て い る
。 ボ タ ン セ グ メ ン ト の 片 持 ち 支 持 体 は 、 デ ィ ス ク ２ ０ が 保 持 部 分 と リ ン グ 構 造 体 と の 間 に
閉 じ 込 め ら れ た 、 ま た は デ ィ ス ク が ボ タ ン 部 分 ３ ６ 上 に 配 置 さ れ た 、 図 面 に 示 さ れ る 弛 緩
位 置 と 、 上 述 に お い て 引 用 さ れ た 米 国 特 許 第 ６ ， ２ ３ ７ ， ７ ６ ３ 号 に 説 明 さ れ て い る よ う
に デ ィ ス ク ２ ０ の 中 央 開 口 ２ ４ を あ ら わ に す る た め に 、 保 持 部 分 が 軸 方 向 後 方 に 且 つ 径 方
向 内 方 に 変 位 さ れ た 押 下 位 置 （ 図 示 せ ず ） と の 間 の 移 動 の た め に 、 充 分 な 可 撓 性 が あ る 。
そ の よ う な ケ ー ス の 内 側 に 印 刷 物 を 保 持 す る た め の ク リ ッ プ 、 背 部 分 １ ６ と ベ ー ス お よ び
蓋 部 分 １ ２ お よ び １ ４ と の 間 の 一 体 の 蝶 番 結 合 、 お よ び 外 部 可 視 ラ ベ ル を 保 持 す る た め の
透 明 ジ ャ ケ ッ ト シ ー ト の よ う な 、 保 護 デ ィ ス ク ケ ー ス の 他 の 典 型 的 な 特 徴 は 、 記 述 さ れ て
い な い け れ ど も 想 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 述 さ れ た よ う に 、 急 を 要 す る 問 題 は 、 上 包 み に ス リ ッ ト を 施 し 、 基 台 部 か ら デ ィ ス ク
を 取 り 出 す た め に ケ ー ス を 変 形 し 、 か つ ス リ ッ ト の 領 域 で ケ ー ス を 若 干 こ じ 開 け て ス リ ッ
ト を 通 し て デ ィ ス ク を 滑 り 出 さ せ る こ と に よ っ て な さ れ る 、 デ ィ ス ク の 窃 盗 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 安 全 ケ ー ス １ ０ に は 、 ハ ブ 構 造 体 ２ ８ か ら の デ ィ ス ク の 離 脱 を 阻 止 す
る た め に 、 蓋 部 分 １ ４ の 閉 位 置 に お い て 外 周 部 ２ ２ の 両 面 に 近 接 し て デ ィ ス ク ２ ０ の 前 方
に 内 方 に 突 出 す る フ ッ ク 手 段 ４ ０ が 設 け ら れ 、 フ ッ ク 手 段 ４ ０ は 、 ケ ー ス １ ０ が 開 状 態 に
あ る と き に 、 ハ ブ 構 造 体 ２ ８ か ら の デ ィ ス ク の 通 常 の 係 合 お よ び 取 り 外 し を 可 能 に す る た
め に 、 デ ィ ス ク の 前 方 か ら フ ッ ク 手 段 ４ ０ が 変 位 さ れ る 。 図 ４ お よ び 図 ５ に 最 も よ く 示 さ
れ て い る よ う に 、 図 １ か ら 図 ５ の 例 示 的 形 態 に お け る フ ッ ク 手 段 ４ ０ は 、 背 部 分 １ ６ に 対
向 す る 蓋 部 分 １ ４ の 蓋 側 壁 ４ ４ か ら 内 方 へ 突 出 す る 、 側 方 に 離 間 さ れ た タ ブ ４ ２ の 対 と し
て 形 成 さ れ て い る 第 １ の フ ッ ク 手 段 ４ ０ Ａ を 含 ん で い る 。 分 離 さ れ て 離 間 さ れ た タ ブ ４ ２
の 使 用 は 、 タ ブ ４ ２ の 厚 み を 画 定 す べ く 成 型 す る 間 に 、 金 型 突 き 出 し の そ の 部 分 を 通 る 蓋
部 分 １ ４ を 通 る 開 口 の サ イ ズ を 制 限 す る こ と に よ っ て 、 ケ ー ス １ ０ の 製 造 を 容 易 に す る と
同 時 に 、 デ ィ ス ク ２ ０ に 対 す る 荷 重 の 集 中 を 低 減 す る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 フ ッ ク 手 段 ４ ０ は 、 背 部 分 １ ６ の 背 リ ブ ４ ６ の 形 態 で 第 ２ の フ ッ ク 手 段 ４ ０ Ｂ を
含 ん で お り 、 リ ブ ４ ６ は 、 外 周 部 ２ ２ の 前 方 に 延 び る の に 充 分 に 突 出 す る 。 図 ５ に 破 線 に
よ っ て 示 さ れ る よ う に 、 リ ブ ４ ６ は 、 好 ま し く は 、 ケ ー ス １ ０ の 変 形 の 間 に 、 デ ィ ス ク の
拡 張 さ れ た 保 持 の た め に 基 台 軸 ２ ９ の ま わ り の 含 ま れ る 角 Ｂ に お け る 、 リ ブ 先 端 ４ ８ （ お
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よ び そ の 間 ） と し て 示 さ れ た 離 間 さ れ た 位 置 の 対 に お い て 、 そ の 外 周 部 ２ ２ に 近 接 し て デ
ィ ス ク ２ ０ を 覆 う た め の 輪 郭 を 有 し 、 そ の よ う な 保 持 は 図 ２ に 描 か れ て い る 。 同 様 に 、 第
１ の フ ッ ク 部 材 ４ ０ Ａ の タ ブ ４ ２ は 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 含 ま れ る 角 Ａ に て 、 離 間 さ
れ た タ ブ 先 端 ５ ０ に お い て 、 デ ィ ス ク ２ ０ を 覆 う た め の 輪 郭 を 有 す る 。 さ ら に 、 タ ブ ４ ２
の 間 の 間 隔 は 、 や は り 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 含 ま れ る 角 Ｃ を 形 成 す る 。 図 １ か ら 図 ５ の
例 示 的 形 態 に お い て 、 角 度 Ａ は ほ ぼ ３ ２ 度 で あ り 、 角 度 Ｂ は ほ ぼ ６ ４ 度 で あ り 、 角 度 Ａ と
角 度 Ｂ の 平 均 は ほ ぼ ４ ８ 度 で あ る 。 ま た 、 角 度 Ｃ は ほ ぼ １ ０ 度 で あ り 、 角 度 Ａ と 角 度 Ｃ と
の 間 の 差 は 、 ほ ぼ ２ ２ 度 で あ る 。 角 度 Ａ お よ び Ｂ の 各 々 は 、 少 な く と も ほ ぼ １ ０ 度 で あ り
、 且 つ 角 度 Ａ マ イ ナ ス 角 度 Ｃ （ も し も 存 在 す れ ば ） も 、 少 な く と も １ ０ 度 で あ る こ と が 、
デ ィ ス ク ２ ０ に 対 す る 荷 重 の 集 中 を 制 限 す る た め 、 か つ タ ブ ４ ２ と 背 リ ブ ４ ６ の 構 造 的 完
全 性 の た め に 、 好 ま し い 。 ま た 、 ハ ブ 構 造 体 ２ ８ の 領 域 に お け る デ ィ ス ク の 効 果 的 な 拘 束
の た め に 、 角 度 Ｃ は 、 ほ ぼ ３ ０ 度 よ り も 大 き く な い こ と が 好 ま し い 。 さ ら に 、 角 度 Ａ お よ
び 角 度 Ｂ の 平 均 が 、 少 な く と も ほ ぼ ２ ５ 度 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ６ か ら 図 ８ を さ ら に 参 照 す れ ば 、 １ ０ ’ で 示 さ れ る 、 安 全 ケ ー ス の 代 替 的 な 構 成 は 、
ベ ー ス 部 分 １ ２ の 背 後 パ ネ ル ２ ７ か ら 前 方 に 突 出 す る 複 数 の フ ッ ク 部 材 ５ ２ を 有 し 、 図 ７
に 示 さ れ る よ う に 、 フ ッ ク 部 材 ５ ２ は 、 蓋 部 分 １ ４ が 開 状 態 に あ る と き に 、 そ の フ ッ ク 先
端 ５ ４ が デ ィ ス ク ２ ０ の 外 周 部 ２ ２ の 外 方 に 変 位 さ れ る 、 そ れ ぞ れ の 弛 緩 位 置 を 有 す る 。
図 ８ に 示 さ れ る よ う に 、 背 部 分 １ ６ に 対 向 し て ベ ー ス 部 分 １ ２ の ベ ー ス 側 壁 ５ ６ に 近 接 し
て 配 置 さ れ た 一 対 の フ ッ ク 部 材 ５ ２ は 、 ケ ー ス １ ０ の 第 １ の フ ッ ク 手 段 ４ ０ Ａ の 対 応 部 を
形 成 し 、 そ れ ら の フ ッ ク 先 端 ５ ４ は 、 第 １ の フ ッ ク 手 段 ４ ０ Ａ の タ ブ 先 端 ５ ０ の 対 応 部 を
形 成 す る 。 同 様 に 、 背 部 分 １ ６ に 近 接 し て 配 置 さ れ て い る 他 の 一 対 の フ ッ ク 部 材 ５ ２ は 、
ケ ー ス １ ０ の 第 ２ の フ ッ ク 手 段 ４ ０ Ｂ の 対 応 部 を 形 成 し 、 そ れ ら の フ ッ ク 先 端 ５ ４ は 、 第
２ の フ ッ ク 手 段 ４ ０ Ｂ の タ ブ 先 端 ５ ０ の 対 応 部 を 形 成 し て い る 。 一 対 の フ ッ ク ア ク チ ュ エ
ー タ ５ ８ は 、 蓋 側 壁 ４ ４ に 近 接 す る 蓋 部 分 １ ４ か ら 突 出 し 、 フ ッ ク ア ク チ ュ エ ー タ ５ ８ は
、 蓋 部 分 １ ４ が 、 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 閉 位 置 に 移 動 さ れ る に つ れ て 、 関 連 す る フ ッ ク 部
材 ５ ２ を 内 方 に 変 位 さ せ る 。 ま た 、 ベ ー ス 部 分 １ ２ の エ ッ ジ 支 持 部 分 ３ ０ は 、 フ ッ ク 部 材
５ ２ か ら 径 方 向 外 方 向 き に 離 間 さ れ た そ れ ぞ れ の 支 持 領 域 ６ ０ で 形 成 さ れ 、 第 １ の フ ッ ク
手 段 ４ ０ Ａ の フ ッ ク 部 材 ５ ２ の 内 方 へ の 変 位 の 間 に 、 フ ッ ク ア ク チ ュ エ ー タ ５ ８ は 、 支 持
領 域 ６ ０ と の 支 持 的 な 接 触 に よ っ て 強 化 さ れ る 。 エ ッ ジ 支 持 部 分 ３ ０ は 、 第 ２ の フ ッ ク 手
段 ４ ０ Ｂ の フ ッ ク 部 材 ５ ２ に 隣 接 し て 同 様 に 形 成 さ れ る 。 し か し な が ら 、 そ れ ら の フ ッ ク
部 材 ５ ２ の 内 方 へ の 変 位 は 、 蓋 部 分 １ ４ を 閉 じ る 間 に 、 背 部 分 １ ６ が ベ ー ス パ ネ ル ２ ７ に
垂 直 な 位 置 で あ る と 仮 定 す る の で 、 背 リ ブ ４ ６ と の 接 触 に よ っ て も た ら さ れ 、 ケ ー ス １ ０
’ に お け る 背 リ ブ ４ ６ は 、 図 ８ に 破 線 に よ っ て 示 さ れ て い る よ う に 、 第 ２ の フ ッ ク 手 段 ４
０ Ｂ の フ ッ ク 部 材 ５ ２ を 変 位 さ せ る た め の フ ッ ク ア ク チ ュ エ ー タ ５ ８ に 対 応 し て 形 成 さ れ
る 。 図 ８ に さ ら に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ の フ ッ ク 手 段 ４ ０ Ａ の フ ッ ク 部 材 ５ ２ は 離 間 さ れ
て お り 、 第 ２ の フ ッ ク 手 段 ４ ０ Ｂ の フ ッ ク 部 材 ５ ２ は 、 ハ ブ 構 造 体 ２ ８ に 対 向 し 対 応 し て
離 間 さ れ て い て 、 そ れ ぞ れ 含 ま れ る 中 心 線 角 Ｄ お よ び Ｅ を な し て い る 。 図 ６ か ら 図 ８ の 例
示 的 形 態 に お い て 、 角 度 Ｄ お よ び Ｅ は 、 各 々 ほ ぼ ４ ０ 度 で あ り 、 フ ッ ク 部 材 ５ ２ は 、 基 台
軸 ２ ９ に つ い て の ほ ぼ ４ 度 の 角 度 Ｆ に 対 す る ほ ぼ ３ ｍ ｍ の 有 効 周 囲 接 触 幅 を 有 し て い る 。
こ の よ う に 、 図 ６ か ら 図 ８ の 例 示 的 構 成 は 、 ほ ぼ ４ ４ 度 で あ る 角 度 Ａ お よ び Ｂ に 対 応 し 、
図 １ か ら 図 ５ の 形 態 に お け る 角 度 Ｃ は 、 ほ ぼ ３ ６ 度 で あ り 、 角 度 Ａ と 角 度 Ｃ と の 間 の 差 は
、 ８ 度 で あ る 。 角 度 Ａ と 角 度 Ｃ と の 間 の こ の よ り 小 さ な 差 が 、 フ ッ ク 部 材 ５ ２ が 、 フ ッ ク
ア ク チ ュ エ ー タ ５ ８ に よ っ て 内 方 に 変 位 さ れ る 位 置 に お い て 強 化 さ れ る の に 適 切 で あ る こ
と が 理 解 さ れ る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に さ ら に 従 っ て 、 （ 図 ６ か ら 図 ８ の ケ ー ス １ ０ ’ ば か り で な く ） 図 １ か ら 図 ５ の
安 全 ケ ー ス １ ０ の 対 向 す る 端 部 に は 、 ケ ー ス が 部 分 的 に こ じ 開 け ら れ た と き に 、 ナ イ フ の
刃 ま た は 他 の 許 可 さ れ な い 道 具 の 侵 入 に 対 す る 追 加 さ れ た 保 護 を 提 供 す る ば か り で な く 、
ね じ り お よ び 屈 曲 に 対 し て ケ ー ス を 強 化 す る た め に 、 蓋 部 分 １ ４ の 閉 位 置 に お い て 重 な り

10

20

30

40

50

(8) JP 2006-513107 A 2006.4.20



合 う 補 強 リ ブ が 設 け ら れ る 。 よ り 詳 細 に は 、 一 対 の ベ ー ス リ ブ 部 材 ６ ２ は 、 そ れ ぞ れ の ベ
ー ス 端 壁 ６ ４ に 近 接 し て 平 行 に 離 間 さ れ た ベ ー ス パ ネ ル ２ ７ か ら 前 方 に 突 出 し 、 そ れ ぞ れ
対 応 す る 蓋 端 壁 ６ ８ の 内 方 に オ フ セ ッ ト さ れ た ブ レ ー ド 部 分 ６ ６ は 、 蓋 部 分 １ ４ の 閉 位 置
に お い て ベ ー ス パ ネ ル ２ ７ に 近 接 し て 、 ベ ー ス リ ブ 部 材 ６ ２ と ベ ー ス 端 壁 ６ ４ と の 間 に 突
出 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 は 、 そ の 特 定 の 好 ま し い バ ー ジ ョ ン に つ い て か な り 詳 細 に 説 明 さ れ て き た が 、 他
の バ ー ジ ョ ン も 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 背 リ ブ ４ ６ の 対 応 部 は 、 第 ２ の フ ッ ク 手 段 ４ ０ Ｂ 、
ま た は 第 ２ の フ ッ ク 手 段 ４ ０ Ｂ の フ ッ ク 部 材 ５ ２ を 作 動 さ せ る た め の い ず れ か と し て 機 能
す べ く 、 蓋 部 分 １ ４ に 形 成 さ れ て も 良 い 。 し た が っ て 、 特 許 請 求 の 範 囲 の 精 神 お よ び 範 囲
は 、 本 明 細 書 に 含 ま れ る 好 ま し い バ ー ジ ョ ン の 説 明 に 必 ず し も 限 定 さ れ る べ き で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 デ ー タ 格 納 デ ィ ス ク を 収 容 す る 容 器 で あ る 本 発 明 に 従 っ た 安 全 デ ィ ス ク ケ ー ス の
側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ケ ー ス の 支 持 構 造 か ら デ ィ ス ク を 取 り 外 す よ う に 設 計 さ れ た 方 法 で 変 形 さ れ る ケ
ー ス を 示 す 、 図 １ と 同 様 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の ケ ー ス の 端 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 開 状 態 に お け る 図 １ の ケ ー ス を 示 す 、 図 ３ と 同 様 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の 開 状 態 に お け る 図 １ の ケ ー ス の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 １ の ケ ー ス の 代 替 的 形 態 を 示 す 、 図 ３ と 同 様 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 開 状 態 に お け る 図 ６ の ケ ー ス を 示 す 、 図 ４ と 同 様 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ６ の ケ ー ス の 、 図 ５ と 同 様 の 平 面 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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